
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県 

令和２年３月 

令和元年度 

「防災・減災に関する県民意識調査」 

概要版 
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●調査目的 

 本調査は、県民の地震・津波及び風水害等に対する認知度や日頃の防災対策等のデータを収集・

分析し、今後の防災・減災対策に反映させることを目的とするものです。 

 なお、これまで平成 16・19・22・23・25・28 年度に調査を実施しており、今回が７回目の

調査となります。 

 

●調査期間 

令和元年 10 月 28 日から令和元年 11 月 22 日まで 

 

●調査対象 

県内在住の満 20 歳以上の住民 4,000 人を、以下の地区別に住民基本台帳から無作為に抽出 

 A 津波危険地区（南海トラフ巨大地震で全域もしくはほとんどが浸水深１ｍ以上と想定される 

   地域）から 2,000 人 

 B 全県地区（津波危険地区以外）から 2,000 人 

 

●調査方法 

郵送配布、郵送回収によるアンケート調査 

 

●有効回答率 

51.8％（津波危険地区：52.6％ 全県地区：51.1％） 

 

●集計結果数値等の取扱い 

・アンケートの回答には、単数回答(１つだけ選択する回答)と複数回答(該当するもの全てを選択する

回答)があります。 

・％値は、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記しています。したがって、

合計が必ずしも 100％とならない場合があります。 

・単数回答の設問において、複数を選択している場合は「無回答・無効」に含めて集計しています。 

＊この概要版では、調査の結果をよりわかりやすく表記するため、一部の設問においては、津波危険地区と全県地区の結

果を合計したグラフを使用しています。  

調査の概要 
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98.1％*1 の人が南海トラフの地震に関心があると答えています。 

また、42.2％の人が「非常に関心がある」と答えており、東日本大震災直後の平成 23 年度調査 

（44.6％）に次いで高い結果になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海トラフ地震臨時情報発表時の事前避難について「知っている」「何となく知っている」と答え

た人の合計は、62.8％となりました。南海トラフ地震臨時情報が発表された場合、津波からの避難

が間に合わない地域では事前避難をしていただく必要があります。また、その他の地域でも日頃か

らの地震への備えを再確認するなどの注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

【新】 南海トラフ沿いでマグニチュード７以上の地震が発生し、大規模な後発地震が発生

する可能性が高まったと評価された場合、気象庁から南海トラフ地震臨時情報が発表さ

れます。地震発生から津波到達までに避難が間に合わない地域では事前に避難すること

となっていますが、このことをご存じですか。 

 

あなたは、南海トラフの地震（東海・東南海・南海３連動地震や南海トラフ巨大地震を含む）

について、どの程度関心を持っていますか。 

南海トラフの地震への関心 

42.2%

39.1%

43.1%

43.9%

12.8%

13.6%

1.1%

1.3%

0.9%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

非常に関心がある 関心がある 多少関心がある 関心がない 無回答・無効

29.0% 33.8% 29.2% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 何となく知っている 知らない 無回答・無効

*1）「非常に関心がある」「関心がある」「多少関心がある」を合算した値 
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夜間に自宅で大地震に遭遇したとき、「津波に襲われる危険があるから」避難すると答えた人のう

ち、55.7％の人は「揺れが収まったらできるだけ早く」避難すると答えています。しかし、残りの

人は、「大津波警報（特別警報）が出たら」や「市町村から避難の呼びかけがあったら」などで避難

すると答えており、早期避難への意識は十分ではありません。 

また、避難手段については、「津波に襲われる危険があるから」避難すると答えた人のうち、77.8％

の人が「徒歩で避難する」と答えている一方、14.0％の人が「車で避難する」と答えています。 

94.7%

40.9%

21.3%

16.9%

9.6%

1.7%

0.2%

津波に襲われる危険があるから

余震で家が倒壊する危険があるから

電気や水道等が止まり生活できなく

なるから

火災が発生する危険があるから

がけ崩れ・山崩れの危険があるから

その他

無回答・無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

 

あなたはどのようにして避難しますか。 

避難する主な理由は何ですか。 

78.3% 21.3%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難する 避難しない 無回答・無効

夜間に自宅で大地震に遭遇した場合、 

あなたは避難しますか。 

あなたはいつ避難しますか。 

55.7% 14.4% 14.5%

7.6% 0.6% 2.3%
0.9%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

揺れが収まったらできるだけ早く
津波注意報や警報が出たら
大津波警報（特別警報）が出たら
市町村から避難の呼びかけがあったら
近所の人が避難したら
家族が避難したら
その他
無回答・無効

津波からの早期避難 

77.8%

4.7%

14.0%

0.0%
3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩で避難する 自転車・バイクで避難する

車で避難する 船で避難する

無回答・無効
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警戒レベルを用いた避難情報の伝達については、どの段階で避難行動を開始する必要があるか、

「知っている」「何となく知っている」と答えた人の合計は 78.8%となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

これまでに経験のない大雨が降り続いたとき避難する段階については、「避難指示（緊急）（警戒

レベル４）が発令されたら」（30.3%）、「大雨特別警報（警戒レベル５相当情報）が発表されたら」

（26.1％）、「避難勧告（警戒レベル４）が発令されたら」（21.5％）の順に答えた人が多い結果と

なりました。 

また、25.8%の人が「避難しない」と答えており、避難しない理由については「自宅が安全だか

ら」が 34.8％、「自宅が洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域に入っていないから」が 19.9％と

高い割合でした。 

30.3%

26.1%

21.5%

14.7%

14.6%

12.2%

9.4%

4.6%

2.8%

25.8%
1.3%

避難指示（緊急）（警戒レベル4）が発令されたら

大雨特別警報（警戒レベル5相当情報）が発表されたら

避難勧告（警戒レベル4）が発令されたら

土砂災害警戒情報（警戒レベル4相当情報）が発表されたら

近所の人が避難したら

家族が避難したら

避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル3）が発令されたら

大雨・洪水注意報や大雨・洪水警報が発表されたら

その他

避難しない

無回答・無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近年、国内では局地的な大雨が頻発し、浸水や土砂災害による甚大な被害が発生して

います。 あなたのお住まいの地域で、これまでに経験のない大雨が急に降り出し、降り

続いたとします。 あなたは、どの段階で避難しますか。 

風水害への意識と避難 

 

3.0%

10.5% 10.3% 34.8%

3.7%

19.9% 12.0% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近くの避難場所を知らないから 避難経路が危険だから 自身または家族の体力や健康上の

理由から避難することが困難だから

自宅が安全だから 家や家財を残して避難する

ことに抵抗があるから

自宅が洪水浸水想定区域や土砂災害

警戒区域に入っていないから

その他 無回答・無効

33.8% 45.0% 14.8% 6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
知っている

何となく知っている

知らない

無回答・無効

【新】市町村が発令する避難勧告等の避難情報や、気象庁が発表する警報等の防災

気象情報に、５段階の警戒レベルを用いて伝達する取組みが本年６月から始まってい

ます。あなたはどの段階で避難行動を開始する必要があるかご存じですか。 

《避難しない理由》 
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災害時の情報収集手段については、「テレビ」が 88.1%と特に高く、次いで「インターネット」

が 37.8%と高くなっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県が平成 30 年に開発したスマートフォン向けアプリ「和歌山県防災ナビ」については、

「インストールしている」が 16.9%と低く、インストールしていない理由については、「知らなか

ったから」が 42.9%と最も高い結果となりました。 

 *参考）「インストールしていない」人から「スマートフォン等を持っていないから」と答えた人を除くと、インストールしている人の

割合は 22.6％でした。 

  

ｗ 

16.9% 76.8% 6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答・無効

【新】 インストールしていない理由は何ですか。 

【新】 避難先の検索などができるスマートフォン向けアプリ「和歌山県防災ナビ」を

インストールしていますか。 

 

あなたは、災害時における緊急情報をどのように入手していますか。 

88.1%

37.8%

30.0%

22.3%

21.1%

16.2%

12.9%

12.2%

9.9%

7.7%

7.5%

5.9%

2.6%

1.4%

0.1%

2.7%

テレビ

インターネット

防災行政無線

ラジオ

電子メール

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ向けアプリ『和歌山県防災ナビ』

家族から

防災わかやまメール配信サービス

町内会・自治会から

友人・知人から

ツイッターやフェイスブック等のSNS

消防署・消防団から

県ホームページ「防災わかやま」

その他

どこからも入手していない

無回答・無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害時の情報収集 

33.1% 42.9% 12.6%

5.0% 4.8%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スマートフォン等を持っていないから 知らなかったから インストールの方法が

わからないから

興味がないから その他 無回答・無効
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避難カードについて「知っている」「何となく知っている」と答えた人の合計は 28.3%でした。 

また、「知っている」と答えた人のうち、緊急避難先等を避難カードに記入している人は 21.0%

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、避難カードを知っていますか。 

家族と同居している場合は家族等と避難場所や避難経路等を話し合って、緊急避難先等を

避難カードに記入していますか。 

13.1%

12.6%

15.2%

18.9%

66.1%

63.4%

5.5%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

知っている 何となく知っている 知らなかった 無回答・無効

あなたの住んでいる地域で大規模な災害が発生し、自宅の損壊等で長期間帰宅が

できなくなってしまったとします。あなたはどこで避難生活を送りますか。 

21.0%

28.1%

67.3%

67.1%

8.8%
2.9%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

記入している 記入していない 同居していない 無回答・無効

49.4%

52.5%

25.6%

20.3%

6.5%

7.7%

0.9%

1.1%

10.8%

11.5%

3.9%

2.9%

2.9%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

最寄りの避難所 県内の親せきや友人の家 県外の親せきや友人の家 テント
自家用車の中（車中泊） その他 無回答・無効

58.7%

46.6%

35.9%

11.7%

8.1%

6.7%

4.9%

5.8%

0.9%

避難所ではプライバシーが確保されないと思うから

避難所には多くの被災者が殺到し入ることができないと思うから

ペットを飼っているため、避難所生活が送れるか心配だから

自分や家族が高齢者であるため、避難所生活が送れるか

心配だから

自分や家族に障害・持病があるため、避難所生活が

送れるか心配だから

避難所が停電になっている恐れがあるから

家族に乳幼児がいるため、避難所生活が送れるか心配だから

その他

無回答・無効

0% 20% 40% 60%

災害時の避難について 

自家用車の中で避難生活を送る主な理由はなんですか。 
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避難生活の場所について、「最寄りの避難所」が 49.4％と最も高くなりました。一方、「自家用車

の中（車中泊）」と答えた人は 10.8％であり、前回（平成 28 年）から横ばいでした。 

車中泊を行う理由として、「避難所ではプライバシーが確保されないと思うから」が 58.7％と最

も高く、次いで「避難所には多くの被災者が殺到し入ることができないと思うから」が 46.6％と高

くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門家による耐震診断を受け、耐震補強が必要と診断された後、「建て替えた」または「補強した」

と答えた人の割合は 40.2%であり、前回（平成 28 年）より増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家具等の固定をしている家庭の割合は 53.0％*2 となっており、年々増加しています。 

*2）「全部または大部分を固定している」「一部固定している」「固定が必要な家具類がない」の合計 

10.1%

10.6%

88.6%

87.3%

1.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

ある ない 無回答・無効

6.8%

6.7%

6.0%

41.8%

35.5%

37.8%

4.4%

3.3%

5.9%

4.0%

4.4%

39.6%

46.4%

48.0%

0.4%

0.5%

0.9%

0.5%

1.4%

2.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

平成25年度

全部または大部分を固定している 一部固定している 固定が必要な家具類がない

今後、一部でも固定する予定がある 固定はしていない 相談してみたい

わからない 無回答・無効

耐震補強が必要と診断された後、どう対応しましたか。 

あなたのお宅では家具等の固定をしていますか。 

ご自宅は、専門家による耐震診断（地震の揺れに対する建物の強さの診断）を

受けたことがありますか。 

1.1%

7.0%

39.1%

27.0%

0.0%

2.0%

8.0%

5.0%

17.2%

29.0%

28.7%

26.0%

5.7%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

建て替えた 補強した 今後建て替える予定

今後補強する予定 建て替えも補強もする予定はない まだ決めていない

無回答・無効

自宅等での防災対策 
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自宅のブロック塀等の点検について、「点検していない」と答えた人は 57.7%であり、これまで

で最も低い割合となりました。また、点検をして安全だった、または点検後に何らかの対応をした

人の合計は 6.5%*3 となっており、これまでで最も高い割合となりましたが、いまだ低い割合です。 

   *3）「点検して安全と言われた」「点検した結果、危険だったので、取り壊した」「点検した結果、危険だったので、生け垣・フェンス等 

に変えた」の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭での水や食料の備蓄について、「備蓄していない」と答えた人は 21.2％と前回（平成 28 年）

から減少しています。しかし、3 日分を超える水や食料を備蓄している人は 18.0％*4 であり、いま

だ低い割合です。 

 *4）「3～4 日分」「4～5 日分」「5～6 日分」「7～10 日分」「10 日以上」の合計 

  

 

 

 

 

ご自宅のブロック塀や石塀、門柱などについて、地震が発生した場合に安全かどうか

点検したことはありますか。また、点検した結果、どのような対応をしましたか。 

あなたのご家庭では、何日分の水や食料を備蓄していますか。 

（家族 1 人につき水は１日３リットル、食料は１日３食） 

 

57.7%

67.2%

4.7%

2.7%

0.5%

0.4%

1.3%

0.6%

1.7%

0.3%

0.5%

0.3%

26.7%

20.0%

1.9%

1.9%

4.9%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

点検していない 点検して安全と言われた

点検した結果、危険だったので、取り壊した 点検した結果、危険だったので、生け垣・フェンス等に変えた

点検した結果、危険だったので、対応を検討中である 点検した結果、危険だったが、今後、変える予定はない

もともとない その他

無回答・無効

26.4%

24.5%

26.2%

23.7%

9.3%

8.3%

3.3%

2.2%

1.8%

2.1%

1.8%

2.4%

1.8%

1.8%

21.2%

29.3%

8.1%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度

平成28年度

１～２日分 ２～３日分 ３～４日分 ４～５日分 ５～６日分

７～10日分 10日以上 備蓄していない 無回答・無効
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日ごろからの地震防災対策について、「停電時への備えをしている」と答えた人は 66.7％で最も

高く、停電対策への関心が高いことがわかりました。 

停電時の備えとして用意しているものについては、「懐中電灯」「携帯ラジオ」「電池」などの割合

が高く、少数ですが「発電機」「電気自動車（給電装置）」などを用意している人もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海トラフ地震への関心は依然として高く、新たに運用が開始された「南海トラフ地震臨時情報」

発表時の事前避難についての認知度も６割を超えました。しかし、自ら判断して早期避難する意識

が低い傾向もわかりました。 

風水害に対する早期避難については、新たに運用が開始された「警戒レベル」を用いた避難情報

の伝達についての認知度は７割を超えていることがわかりました。しかし、「自宅が安全だから」等

の理由で避難しない人が３割弱いることもわかりました。 

自宅等での防災対策については、家具の固定やブロック塀の点検をしている人は過去最高の割合

となっています。また、停電時への備えをしていると答えた人は６割以上と高い割合になりました。 

日ごろからどのような地震防災対策を行っていますか。 

まとめ 

66.7%
62.8%

61.2%

49.2%

43.1%

38.5%

34.6%

33.0%

27.6%

19.0%

18.9%

16.2%

13.4%

4.5%

4.4%

4.2%

1.4%

1.4%

停電時への備えをしている

非常持ち出し品を用意している

懐中電灯や携帯ラジオなどを置く場所を決めている

地震が起きたとき避難する場所を決めている

住宅用火災警報器を設置している

漏電ブレーカーを設置している

自宅には、地震後、家族が何日間か食べていけるだけの食料や飲料水が常にある

消火器を用意している

懐中電灯や携帯ラジオなどの電池交換など、点検をこまめにしている

家族が離ればなれになったときに落ち合う場所を決めている

家族の連絡方法を決めている

ガスボンベを倒れないようにしている

風呂にいつも水を入れている

ガラスが割れて飛び散らないよう、飛散防止対策をしている

感震ブレーカーを設置している

寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐため、「防炎品」を使用している

その他

無回答・無効

0% 20% 40% 60% 80%

【新】 停電時の備えとして用意しているものは。 

93.3%

60.1%

56.4%

53.2%

46.2%

38.3%

6.7%

0.8%

4.5%

3.7%

懐中電灯

電池

水

携帯ラジオ

ロウソク

食料品

発電機

電気自動車（給電装置）

その他

無回答・無効

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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 ○南海トラフ沿いでＭ６．８以上の地震等が発生し、その後、時間差で大規模地震が発生する可能

性が高まった場合、気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。 

 

 〇臨時情報が発表された場合、県や市町村の呼びかけ等に応じて、次の取り組みを行ってください。 

 

 

 

 

 

 

（参考） 南海トラフ地震臨時情報について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


